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白川・緑川の国管理区間の被害発生個所
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河川管理施設の変状箇所１７１箇所
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【凡例】 

：緊急復旧工事箇所 

 ：一般災箇所 
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「国総研」、「防災科学技術研究所」及び「気象庁」のデータをもとに作成

熊本西区春日

美登里観測所
加勢川水門

• 本震（4月16日）における加速度応答スペクトルを示す。
• 緑川・白川における加速度応答スペクトルは（赤・黒線）、想定してい
たレベル２地震動（タイプⅡ直下型は青直線）相当、もしくは一部の
周期でそれを超えている。

• 白川及び緑川の河口付近では、より小さな地震動であったと考えら
れる。

白川(小島)観測所
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（1）観測地点毎の加速度応答スペクトル（4月16日本震）
2．(1)地震外力の分布と変状の関係（加速度応答スペクトル）
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地震動継続時間
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前震：１４秒

本震：20秒



被害発生個所（治水地形分類）
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白川・緑川の国管理区間の被害発生個所
（緊急災）
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①白川右岸 0/000～0/200+55 【新地地先】

② 白川右岸 8/600+80～8/800+124 【蓮台寺地先】

③ 白川左岸 8/400+139～8/600+170 【十禅寺地先】

第1回緑川・白川堤防調査委員会資料



白川・緑川の国管理区間の被害発生個所
（緊急災）
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①白川右岸 0/000～0/200+55 【新地地先】
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特殊堤目地ずれ，天端沈下

堤内地の大規模な噴砂



①白川右岸 0/000～0/200+55 【新地地先】
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特殊堤目地ずれ 天端コンクリート沈下，段差



①白川右岸 0/000～0/200+55 【新地地先】
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想定液状化領域

沈下（天端ｺﾝｸﾘｰﾄの沈下）

［川
裏］

［川表］

想定A地下水
位

治水地形分類図

変状範囲

As1
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L=255m



② 白川右岸 8/600+80～8/800+124
【蓮台寺地先】
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特殊堤の沈下60cm程度，天端クラック
（L=244m)



② 白川右岸 8/600+80～8/800+124
【蓮台寺地先】
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堤内地側の噴砂 天端クラック，高水敷きクラック



② 白川右岸 8/600+80～8/800+124
【蓮台寺地先】
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［川裏］
［川表］

沈下（ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、堤防天端）・堤防天端の縦断クラック

縦断クラック

想定液状化領域
沈下量が60cm程度で
あったことから、Ag層
やAs2層まで液状化し変
形したと考えにくいこと
と、As1層が比較的Ｎ値
が低いことから想定液状
化層とした。

想定地下水位
治水地形分類図

変状範囲

As1

第3回緑川・白川堤防調査委員会資料



川裏側 川表側

② 白川右岸 8/600+80～8/800+124
【蓮台寺地先】
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川裏側 川表側
上流面の状況（掘削勾配1:1.0）

川裏側 川表側
上流面の状況（掘削勾配1:1.0）

川裏側 川表側
上流面の状況（掘削勾配1:1.0）

第3回緑川・白川堤防調査委員会資料



② 白川右岸 8/600+80～8/800+124
【蓮台寺地先】
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裏のり付近トレンチ調査状況



白川8k500左岸 (平田排水樋管)
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天端クラック，特殊堤目地ずれ

川裏側噴砂

治水地形分類図

変状範囲



⑤ 緑川左岸 8/250～8/610 【上杉地先】
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天端沈下，クラック



⑤ 緑川左岸 8/250～8/610 【上杉地先】
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裏のり尻水平変位，地盤の盛り上がり

噴砂の痕跡



⑤ 緑川左岸 8/250～8/610 【上杉地先】
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治水地形分類図

緊急復旧工事範囲

はらみ出し

変状イメージ

沈下・縦断クラック
（川表側が落ち込む段差）

応急復旧切返し範囲 ［川
表］

［川裏］

はらみ出し

既設ドレーン

想定液状化領域
Bs層下部のAs1層が、Fcが35％以下であ
り地下水位以下であることから、想定液
状化領域とした。
Ac1層下部As2層は層厚3ｍ以上のAc層
（非液状化層）に被覆されていることか
ら、今回の地震の変状への影響は少な
かったと判断した。

想定地下水位

第３回緑川・白川堤防調査委員会資料

As1



⑤ 緑川左岸 8/250～8/610 【上杉地先】
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川表側川裏側 下流面の状況（掘削勾配1:2.0）

B3-s切り返し

部分復旧

作業基面

第３回緑川・白川堤防調査委員会資料



⑤ 緑川左岸 8/250～8/610 【上杉地先】

21川裏基礎地盤のトレンチ調査



基礎地盤の液状化が原因
約2kmにわたって著しい被害

‐22‐

参考 被災事例（基礎地盤の液状化）

1995年兵庫県南部地震 淀川酉島

ゆるい砂層

河川構造物地震対策技術検
討委員会報告書, 1996.



④ 緑川右岸 8/775～9/012 【野田地先】
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天端縦断亀裂，段差

裏のり面はらみだし



④ 緑川右岸 8/775～9/012 【野田地先】
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沈下・縦断クラック
（川裏側が落ち込む段差）

はらみ出し

応急復旧切返し範囲 変状イメージ

［川
裏］

［川表］

想定液状化領域
Bs層の地下水位以下のうち堤防天端から
川裏法面途中までのFcが18～33％と35％
以下であることから、想定液状化領域と
した。
As1層は3ｍ以上のAc層（非液状化層）に
被覆されていることから、今回の地震の
変状への影響は少なかったと判断した。

想定地下水位

Bs層の地下水位以下のうち川表側につい
ては、Fcが35～75％と大きいことから非
液状化層とした。

緊急復旧工事範囲

治水地形分類図

第３回緑川・白川堤防調査委員会資料

Bs



参考 被害事例（堤体の液状化）
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東日本大震災 阿武隈川枝野地先



参考 被害事例（堤体の液状化）
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北上川等堤防復旧技術検討会資料を加工東日本大震災 阿武隈川枝野地先



⑦ 緑川左岸 10/800～11/000 【高地先】
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天端沈下，クラック

裏のり尻はらみだし



⑦ 緑川左岸 10/800～11/000 【高地先】
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応急復旧切返し範囲

沈下・縦断クラッ
ク

はらみ出し

変状イメージ

［川
表］

［川裏］

想定液状化領域
Bsc層の地下水位以下のうち堤防天端から
川裏小段までのFcは35％を上回るがIPが
15以下であることから、想定液状化領域
とした。
As2層は3ｍ以上のAc層（非液状化層）に
被覆されていることから、今回の地震の
変状への影響は少なかったと判断した。

想定地下水位

Bsc層の地下水位以下のうち川表法尻付近
は、Fcが35％以上かつIPが15以上である
ことから、非液状化層とした。

治水地形分類図

緊急復旧工事範囲

Bsc



⑧ 緑川左岸 6/200～6/405 【小岩瀬地先】
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天端沈下，クラック，段差

低水護岸の変状なし



⑧ 緑川左岸 6/200～6/405 【小岩瀬地先】
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沈下・縦断クラック
（川表側が落ち込む段差）

はらみ出し

応急復旧切返し範囲

変状イメージ ［川
表］

［川裏］

はらみ出し

想定液状化領域
堤防周辺のBs層の地下水位以下は、ほぼ
Fcは35％以下で一部35％を上回る個所も
IPが15以下であることから、想定液状化
領域とした。
Acs層Fcは45～65％程度と35％以上で、
IPが14～20と15に近いことから、液状化
の可能性は低いと判断した。

想定地下水位

Acs層は、Fcが35％以上、IPがほ
ぼ15以上であることから、非液状
化層とした。

治水地形分類図

緊急復旧工事範囲

Bs



被災要因 堤体土構成 被災メカニズム

基礎地盤の液状化

基礎地盤の液状化

堤体の部分液状化

基礎地盤の圧密沈下
により地下水位以下の
堤体が液状化

上記の複合

堤体，基礎地盤とも砂
質土で両者が液状化

第１回河川堤防耐震対策緊急検討委員会資料より一部抜粋

‐31‐

液状化被害パターン



応急復旧
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復旧工法
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砂質土 

盛土 

噴砂 

粘性土 

砂質土 

地盤改良 

切返し

護岸補修

粘性土 

土堤（被害の大きい箇所）

特殊堤（被害の大きい箇所）
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まとめと課題

・熊本地震においては、レベル２地震動に相当する程度の地震動が一部区間で作
用

・既往の被害地震と比較して地震動継続時間が短かったことが特徴

・比較的規模の大きい変状の要因は基礎地盤あるいは堤体自体の液状化と推測

・土堤、特殊堤において沈下、クラック、はらみだし等の被害が発生

・耐震性能照査における照査外水位を下回る沈下は見られない。

・被害の大きい箇所においては本復旧として全切返しが基本。必要に応じて地盤改
良を併用し、ドレーン工を実施

・被害程度の比較的小さい箇所の復旧範囲の設定（損傷した堤防の治水安全性の
評価)に課題


